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 ジュゼッペ・カスティリオーネ
(Giuseppe 
Castiglione、
一六八八年
七月一九日
―一七六六年
六月一〇日
)はイタリア
の
ミラノ
に生まれる。彼はヨーロッパ絵画技術を身に付け、
イエズス会の会士となった。当時、ヨーロッパでは航海ブームがおきていたが、その旅は危険で冒険的なものであった。しかし、航路が開拓される度に新しい国土が加えられ、交易品による利益も莫大であることが証明された。 ローマ教皇も海外進出を支援し、カトリック国であるポルトガル、スペインの航海に、使命感溢れる
宣教師
を帯同させ、その布教活動
は遠く中国に及んだ。カスティリオーネもその一人で、
イエ
ズス会
の宣教師として中国に派遣された。その後、彼は「郎
世寧」という中国名を付け、中国服を着て、中国語や満民族語を学び、東西折衷の絵画方法を試みたのである。彼は西洋人画家として 清朝宮廷で「聚瑞図」 、 「嵩獻英芝図」 、 「百駿図」 、 「八駿図」 、などの初期名作を描き、自ら宮廷の首席画家の地位を勝ち得た。そして、乾隆時代 入り 「乾隆皇帝朝服像」、 「孝賢皇后朝服像 、 「慧賢皇貴妃朝服像」、 「心写治平図」 、 「乾隆皇帝大閲図」などの傑作を創りだした 更に、郎世寧が晩年に創作した 戦図冊 「青羊図」、「交趾果然図」は歴史を伝える名品として残されている。それらの作品は当時宮廷の中で古代の宮廷画とは違う、又 文人画及び民間絵画とも異なる独特な東西融合の絵画作品であった。それは、 「新体絵画」と言われていたのである。郎世寧の数百点の作品は中国宮廷美術史に重要な地位を確立 た
それらの作品は世界各地に収蔵され、欧米だけではなく、半分以上の作品は中国と台湾に現存している。 その膨大な作品の制作年代 調査と整理の為、 筆者はできるだけ郎世寧作品収蔵 現地に赴いた。 本論文は郎世寧のイタリアの早期作品（第一時期） 、清朝宮廷の初期作品（第二時期） 、乾隆時代盛期作品（第三時期） 、及び乾隆時代 晩期作品（第四時期）と四時 に分け、それぞれの題材（内容）を主に詳述したものである。以下その要約を記す。
 
 
第一章．郎世寧の早期絵画とその活動
 
一六八八年七月一九日、イタリア・ミラノにジュゼッペ・
カスティリオーネ
(Giuseppe Castiglione)が生まれた。
当時
はイタリア
ルネサンス
の盛期で、 カスティリオーネはミラノ
で絵画の技術を学び、地元の絵画工房ボッテガ・デグリ・スタンパトーリに入った。その後、ミラノ カルロ・コルナー
ラ学校でも絵を学んだ。さらに有名な芸術家アンドレア・ポッツォに師事し、その影響も強く受けている。
 
一七〇八年、十九歳のカスティリオーネは正式にジェノヴァのキリスト教会に入り、洗礼を受けクリスチャンとなり、さらに宣教師の養成教育を受けた。 カスティ オーネの早期作品は、八枚の大きな油絵で、いずれも聖書物語を主題としている。作品 絵画の透視学と構図学、そして人体解剖学などの科学方式が濃縮されている。
 
ポルトガルのコインブラ・イエズス会修道院に彼のこの期の作品数点が収蔵されている。そ 作品が「マンレサの洞窟の中 聖・イグナチウス・ロヨ 」、「聖・イグナチウス・ロヨラにイエス
･キリスト降誕」、「聖イグナチウス・ロヨ
ラが「霊操」を書く」、「イエズス会の聖者」、「聖・イグナチウス・ロヨラ」、「聖・デ・ゴンザークが聖母 前に跪く」である。これらの作品はイエズス会 創始者イグナチウ
ス・ロヨラについてのものであり、一七一三年～一七一四年の間に完成された。
 
一七一四年四月一一日にカスティリオーネは「希望聖母
号」に乗船して、ポルトガルのベレム港から中国へと旅立った。カスティリオーネが中国へ渡ったのには、当時の康煕皇帝が西洋科学と芸術に関心があり、 北京にあったイエズス会を通して画家の派遣を要請 た為であるという。 イエズス会はヨーロッパ内でふさわしい人物を探し、 選ばれたのが彼であった。
 
 
第二章．郎世寧の清朝宮廷での初期作品とそ 活動
 
一七一五年八月一〇日に、一年四ヶ月の長期に渡る航海
を経て、カスティリオーネはマカオに到着し、中国大陸に足を踏み入れた。
 
同年八月六日に、広東巡撫の楊琳は、カスティリオーネな
どの西洋人をマカオから広州に呼び、自ら問い質した。カスティリオーネは二十七歳で、 「絵描き」と 称した。早速、当時の習慣で中国名を付け、 「郎世寧」と名乗り、中国服を着た。 郎世寧は暫く広州にいて中国の礼儀作法や基礎の語を学んで、普通の庶民のよう 広州で暮 した。その時、広東巡撫の楊琳が康煕皇帝に報告した『奏摺』は、北京の紫禁城に届き、康煕皇帝はそれを読むと、 「分かった。この西洋人を速やかに北京に寄こすように。 」 命じた。康煕五十四年十一月二十二日に、郎世寧 北京 着いた。当時の 熙皇帝は六 歳で、科学と芸術
を好んだ。郎世寧の信仰する
キリスト教の中国庶民への布教には賛成しなかったが、 郎世寧の絵画才能を重んじて、彼を芸術家として謁見し、特別な処遇をした。
 
郎世寧は紫禁城の東華門の外にあったイエズス会「東堂」
教会堂に身を寄せた。 その時期の郎世寧は琺瑯器の製作の仕
事に縛られていた。更に、初めての来中で彼は中国語の勉強や中国画の学習をしなければならなかった。その為、自分絵画の創作時間が限られていて、 絵画制作が最も少なかった時期となった。作風も安定 おらず、西洋絵画と中国絵画をどのように結び合わせるかという問題についても悩んでいた。つまり、こ 時期は郎世寧の清朝宮廷での学習時期ある。 「中国風景図」という作品は郎世寧の清朝宮廷での初期絵画である。 そ 内容は康煕時代の海上防衛を研究する上で、極めて重要な資料になっているが、中国画の表現技法は身に着けていない。
 
一七二二年に、康熙皇帝が崩御し、雍正皇帝が即位した。
雍正皇帝が在位した十三年間に、 郎世寧は大清皇帝に奉仕すると同時に、 自らの眼で大清帝国の歴史の盛衰と東西文化の衝突を見ていた。そして、大清皇 の芸術上 命令 ローマ宗教の命令という二重の圧力 下 、 郎世寧はそれでも信仰
と芸術の折衷の道を模索していた。その中で、郎世寧は精力的に数多く 傑作を創りだした。 最も代表的な初期の作品「雍正皇帝行楽図」 、 「聚瑞図」 、 「嵩献英芝図」 、 「平安春信図」 、などである。それらの作品によって、郎世寧の宮廷画家としての地位が安定した。 中国在住の初期の代表作品は彼の生涯の中で非常に重要なものであると言えよう。 郎世寧は自ら絵画才能 雍正皇帝からの信頼を得て、宮廷画院に「職業画家」として認められた。
 
 
第三章．郎世寧の駿馬図
 
一七二八年、 雍正皇帝は馬の絵を描くよう郎世寧に命じた。
郎世寧はこの命令を受けて北京郊外の承徳 あった離宮に赴き「百駿図」を仕上げた。皇帝 誕生日の祝賀行事が始まって、 多くの献上品が並べられた。 郎世寧が描い 「百駿図」は、多くの珍しい献上品の中で一番と皇帝が認めた。それ以
来、 郎世寧は皇帝を喜ばせる為に次から次へと多くの馬の絵を描いて献上した。 郎世寧は中国の伝統的な画技に西洋の透視法と西洋画の顔料を取り入れ、 西双方の趣が交錯し融合した画面を生み出した。 「百駿図」は彼が独力で完成 た長巻で、彼 代表作品となってい 。この作品は長巻形式によっている。 ヨーロッパの宗教美術に物語 壁画制作があったが、中国の「横向式」の空間に伸び開く観念と全く違うものである。つまり中国の「三遠法」の空間とは無限の時間を構成するものであり、 画面を左右に描き伸ばす。ルネサンス時代の伝統を継承す 画家郎世寧が身に着けた絵画方法は「焦点透視法」 、 「遠近大小法」 あり、こ 観念をもし長巻の絵画の中で使うならば、 まず空間の位置という問題 克服しなければならなかった。
 
宮廷画家たちは、常に皇帝の意思に合わせて製作する。郎
世寧も中国宮廷の人間関係と自分 地位を考えながら、 皇帝
の好む多くの絵画作品を創り出した。 郎世寧が描いた馬の絵は、単に動物の形象の とい
うだけではなく、その朝廷、
その皇帝を賛美する寓意がある。 郎世寧は馬の絵を連続で描いて、皇帝に対する謝恩と感激を表し、中国の諺でいう「犬馬之労」 （主人 忠実に働くこと） 示 た。郎世寧は「百駿図」を創作してから 皇帝から直接に褒められ、奨励品を貰って、宮廷画院の中で目覚ましい地位を築いた。その後、更に彼は皇帝の愛馬の「八駿図」 、 「十駿図」などを描き出した。
 
 
第四章．郎世寧の「皇帝・皇后・皇妃・皇嬪」の肖像画
 
乾隆元年（一七三六年）に郎世寧は、皇帝の命令で、造辨
処に日々の公務である絵画 仕事の為に通わなく もよくなった。それは、皇帝、皇后、及び皇帝の皇妃・皇嬪の肖像画を描く準備の為であった。 乾隆皇帝の肖像画は完全に真正
面を向き五官がはっきりと描かれた。 それによって威厳ある姿を表し、特に両耳 少し大きくした。中国伝統の人相学、及び古来中国の標準的な帝王像の描き方を参考にして、 西洋画法と中国画法を融合した独自の表現手法を考えながら仕上げた。乾隆皇帝は、作品の出来栄えに大変喜び満足し、郎世寧の絵画技術を大いに賞賛した。
 
そして、 皇后、 皇妃の肖像画である 「孝賢純皇后朝服像」 、
「慧賢皇貴妃朝服像」も描いた。また 正式な全身朝服肖像画の他、 清朝故宮 資料には郎世寧が描いた油絵肖像画のことが記載されている。 当時の郎世寧の油絵の制 の事情を知る為に、 筆者は彼の描いた幾つかの乾隆皇帝及び后妃 油絵肖像画を調査した。
 
さらに、 「心写治平図」には、まず 乾隆皇帝の肖像が現
れ、次に皇后、そして貴妃、純妃、嘉妃、令妃、舒妃、廣妃、穎嬪、忻嬪、惇妃 順妃、循嬪と十一人が並び 乾隆皇帝が
自ら楷書で自身の肖像画の側に「乾隆元年八月吉日」と八字を書いた。作品は、人物の造形を解剖学に基づいてしっかり取っている。しかし、光 応用はヨーロッパの画法とは違うところがある。それは、中国人は「陽」を描き、 「陰」を避ける「陰陽」の考え方があるからである。このような中国人の美意識を考えると、 画風を変化させなければならなかった。郎世寧をはじめ清朝宮廷 中に奉仕す 西洋 画家たちは、新たな清朝絵画を多く作り出していて、 「心写治平図」 その中での代表作品となっている。
 
乾隆二十三年（一七五八年）に南疆で小和卓霍集占が反乱
し、乾隆皇帝は兆恵を派遣してその反乱を鎮圧した 兆恵は小和卓霍集占の妃であった女性 捕らえた。 彼女の身体からは化粧品や香水などではない自然で特別 香りがした。 そこで人々は彼女を「香妃」と呼んだ。郎世寧が描い 「香妃像」
の容貌の表現と色彩は十七世紀の西洋新古典画派のようである。
 
 
第五章．郎世寧の皇帝大閲図
 
「乾隆皇帝大閲図」という大きな騎馬像の作品は、もと南
苑行宮に飾られていたが、 清朝 滅亡後北京故宮博物院に収蔵された。画中の乾隆皇帝は 即位後四年（一七三九年） 、初めて南苑へ行き八旗軍を閲兵した時の雄姿である。 皇帝はパレードの時、甲冑を着けて武装し、弓矢や鞭を持ち、 「赤花鷹」 という馬に乗り、 威風堂々と ている。 全体の画面は、鮮やかな色合いで、 細密な筆使いをもっ この二九歳の君主の姿が描 れている。人物と馬は立体感があり、西洋 明暗法が駆使されているが、 中国絵画の要素も取り入れられている。この絵の材料は中国の絵具、絹などの素材を使い、しかし、 画法は西洋油絵と中国絵画 を組み合わせたものであり、
郎世寧の中国における典型的な清代宮廷の初期作品であると言える。
 
清王朝の規定では、 大閲は三年に一度おこなわれる重要な
行事で、王朝の八旗軍が、装備や軍規について皇帝の閲兵をうけたのち 火砲、射撃、騎射、布陣などあらゆる武術と軍事行動の演習を繰り広げた。 皇帝は大閲を挙行することにより、掌握する軍事力を確認し、さらに、招聘した治下の属国の代表たちに帝国の威力を誇示することもできたので、 宮廷における諸儀典の中で、一番重要性をそなえていた。清朝初期の何人もの君主が軍備を重視し、自ら戦地に赴き、常に馬に乗り弓を引いていた。 このことは領土 守ることが簡単ではなかったことを示してい 。
 
郎世寧の「乾隆皇帝大閲図」に関わるものについて、筆者
は北京の周辺を尋ねた。また、郎世寧は「乾隆皇帝大閲図」を描く前に、もう一枚皇帝閲兵に関わる作品を描いていた。
北京故宮博物院に収蔵されている「閲駿図」である。画面は乾隆皇帝が閲兵前に南苑の大紅門で馬を選ぶ場面である。「閲駿図」は「乾隆皇帝大閲図」の姉妹作品であり、二つの作品の具体的な場所を調べてみると、 その背景は大紅門や九龍山や凉水河の実際の風景を写生したことが分かった。
 
 第六章．朗世寧の「魚藻図」
 
「魚藻図」は落款に「臣郎世寧画」とある。この作品の制
作年代は記載されていないが、画面には大きな鯉が一匹、やや中ぐらいの鯉一匹、小さ 鮒 四匹、水草 上に泳いでいる。その情景はいきいきとして躍動感がある。それは郎世寧が写生した最高傑作と言われている。
 
モチーフは一定の意図と本質を持っている。 魚」という
モチーフは中国と西洋 間で異なった表現と意味がある。 つまり、重ねていえば、同じ魚というモチーフでありな ら、
各々の時代、各々の地域、又、見方の違い等で、作品の表現が変わってくるのである。
 
荘子は水の中を泳いでいる魚を自然の生命の象徴と連想
した。彼はその魚を鑑賞するとき深く生きる喜びを感じた。
 
一九世紀以前、 西洋画家には水の中の魚を描くという主題
が見られなかった。 恐らく郎世寧が水の中 魚という主題描いた最初の西洋画家であろう。 西洋絵画 では従来この主題を取り上げたことがないので、 もちろん荘子の宇宙観の哲学など 理解していなかった。郎世寧は「魚藻図」を描いたとき、多くの困難にあって、初めて荘子学を学び、泳ぐ魚を水面の下に入れて 写した。それを詳しく見ると、魚の目はきらきらと光り、いきいきとした姿が描かれていた。郎世寧は西洋の造形観念と美学思想に中国の文人画の理念、 及び自然と人間の一体感という哲 を加え、史上初めて、西洋画家が水の中を楽しく泳ぐ魚 「魚藻図」 を表現し と言える
 
 第七章．郎世寧の「松鶴図」と「花陰双鶴図」
 
「松鶴図」は郎世寧が一人で完成した作品ではない。宮廷
の中国人画家唐岱との合作である。 郎世寧は主題の松と鶴を描いたが、唐岱は石を添筆した。郎世寧の画法 光線を重視し、立体感を強調している。西洋の絵画技法に中国絵画の伝統筆墨を加えたものであり、 この作品は一八世紀の東西画家が合作した珍しいも である。
 
郎世寧の生涯を見ると、 彼は長い年月にわたる中国での生
活によって、 「松鶴図」と う の作品に接する機会が多くなった。画中の鶴は「長寿」を表し、厳し 寒さ 中でも松は常緑を保つことから、 中国では松は節度を守り不変の志と豊かな心を持つもの され 松鶴延年」 と称えられた。
 
また、 「花陰双鶴図」という作品は郎世寧が独りで描いた
ものである。 この絵は宮廷の一角の花苑にある 春花と草石
の間で休息する鶴を表現したものである。清朝乾隆皇帝は、この作品を見て感動し、「鶴雛詩」という詩を創作した。
 
清の乾隆皇帝は非常に花の香りが好きで、 宮廷の各花苑に
いろいろな花卉を栽培していた。特に薔薇（月季花）の姿は優雅で、香りは美人 香水と同じようだと思われ、当時宮廷の多くの人々を魅了した。 郎世寧は宮廷の御花苑で皇帝と謁見したことがあるので、 そ 思いと中国の文化の吉祥物と考え、 「花陰双鶴図」を描いたのである。郎世寧は東西共同の意味を持ち合わせる月季花 背景と て、 鶴と結びつけて描き、乾隆皇帝の歓心を得た。
 
 
第八章．郎世寧の皇帝狩猟図
 
朗世寧は、熱河、木蘭、避暑山荘、万樹園という場所を毎
年皇帝とともに訪れ、多くの作品を描い 。 「木蘭秋獮図」 、「熱河狩猟図」 、 「乾隆射猟図」 哨鹿図」 、 「囲猟聚餐図」 、
「馬術図」 、 「万樹園賜宴図」などをこの地で誕生させたのであった。郎世寧が描いた清朝皇帝の狩猟の作品群は、娯楽性を伴った朝廷の季節の行事や、 軍事訓練を模した狩猟の様子など 描き表している。と同時に 皇帝の権力や、馬 愛した皇帝の嗜好等も知ることができる。
 
郎世寧が描いた馬の絵は、単なる動物の形象ではなく、そ
の朝廷、その皇帝を賛美する寓意がある。宮廷で奉仕する郎世寧は、皇帝の命令を受けて、自分の好き嫌いや題材に関係なく創作し 忠実な態度と写実の画才によって、歴史的な皇帝の狩猟行事などを忠実に記録した。 その写実能力には他の中国人画家は及ば かったので、 合作作品で 主要な部分彼が担当した。皇帝の愛好と興味 下で、東西折衷の絵画を創作した。それは東洋の線と西洋の明暗の問題を解決 克服しなければならないのである。皇帝狩猟図は、郎世寧の優れた絵画才能とその時代の宮廷の習俗を知る。
 
 第九章．郎世寧の「木蘭図」と「塞宴四事図」
 
郎世寧の「木蘭図」、「塞宴四事図」の表現は、乾隆皇帝
が熱河木蘭において狩猟活動した時の「行営」、「下営 、「馬技」、「合囲」、「四事」という連続物語で、画面は壮麗な景観が表されている。 塞宴四事」とは、即ち、 「什榜」（モンゴル音楽）、布庫（相撲）、教跳（套馬訓馬）、詐馬（競馬）を統括したものである。これらの作品は乾隆皇帝が熱河木蘭に狩猟に行く場面と盛大な宴会の場面を詳しく描いている。「木蘭図」でも、「塞宴四事」でもその活動の場面は地理上、歴史上、形象上、服飾上全て写実的な絵画技法で詳細に記録をしている。「狩猟」と「四事」の活動 源はモンゴルと新彊である。 清代の皇帝と各地区部落の首領が一緒に集まり、共に「教跳」 「什榜」、「相撲」、「詐馬」の演目を鑑賞するのは、各民族の感情を理解し合い お互い
の信頼関係を築く上で大切なことであった。 この時の避暑山荘で行われた「塞宴四事」活動の意義は、本来の「狩猟」、「四事」という単純な意味を遥かに越えたものになった。朗世寧は西洋絵画 透視法と明暗法を用い、 それを中国の伝統的な工筆線描法と融合し、紙 絹を使い、毛筆と中国画顔料で三次元の絵画空間を探求 新しい宮廷絵画の風格を創りだした。
 
 第十章．郎世寧の「戦図冊」
 
乾隆皇帝は 「十全武功」 という戦い、 すなわち 「金川遠征」 、
「準
噶
爾遠征」 、 「回部統一」 、 「用兵緬甸」 、 「出兵安南」 、 「平
定台湾林爽文起義」 、 「廓爾喀遠征」の中で、もっ も重要な二つの戦争画の制作を郎世寧に命じた。 そ 他の戦争画は宮廷の他の中国人 家と西洋人画
家に命じた。 それらの作品を
合わせることで、 「戦図冊」 構成したのである。 「戦図冊」
は乾隆帝の「十全武功」を表したものであるが、カメラも何もなかった当時、郎世寧はそれらの遠征に同行し、地理の特徴、 地元の人間の特徴などをよく観察して細密にスケッチをし、真実のままを記録して残した。いわゆる現在の従軍報道記者と同じであり、大変危険も伴っ その作品の構図は西洋と中国の両方を融合したもので、 一つ一つの広大なシーンに気勢があり、登場人物が多く複雑な構成で、緻密に描かれている。さらに、周囲の山々と人物 組み合わせて、遠近・濃淡の色彩と墨色の変化が豊富 、 立体的な空間が広く取られている。 これは全て郎世寧 西洋絵画の造形技術を駆使すると同時に、 中国絵画の空間を制約しないという表現手法を取り入れたものである。郎世寧の作品において このシリーズの作品と初期の作品を比べてみると、 西洋の明暗法 ほとんど用いられておらず、 熟練した中国伝統 線描法で全体的な画面を構成し、 完全に中国人の美意識及び独特な表現方法
を身に着けたと言える。ただし、表現上の具体的な手法としては、西洋画にしばしば用いられる、前重後軽、前実後虚、前大後小などの方法で風景を描き、 画面上に遠方まで広がる奥行きの深さが生み出され、草木、山水、人物のいずれも精緻な写実で描かれている。 全体に濃厚で華やかな色彩が施され、複雑な構図、形象も真に迫っている。郎世寧は、中国の伝統的な画技に、西洋の透視法を取り入れ、中西双方の趣が交錯し融合した画面を生み出した。また、 「戦図冊」には初めて西洋の武器が描きこまれた。 これは中国歴史上初めて戦争画の中における現代的 武器、 （銃、大砲、弾薬）の出現でもあった。
 
 
第十一章．郎世寧の銅版画
 
郎世寧、王致誠、艾啓蒙、安若望ら四人の西洋人宮廷画家
が力を合わせて下絵を描き、 それをフランスに送って銅版を
つくり、銅版画に刷り上げた。この銅版画作品は「準回両部平定得勝図」という題がつけられた。
 
これらの作品を皇帝と宮廷が直接注文した理由は、 乾隆皇
帝が国土が平定されたことに非常に満足し からである。 準噶
爾などの地域を平定して中国の国境は一万キロの大きさ
に拡大した。又、台湾、ミャンマー、ネパールなどへの遠征の勝利は「開拓征服」と呼ばれている。最盛期の大清帝国は天下に君臨した至高の統治国で、その独尊の地位は、政治、経済、文化、芸術面において優れたものとして確立された。征服した周辺諸国を朝貢国とみなし示す為に、 宮廷画家 命じてその盛んなイメージを記録させた。 さらに広く宣伝できると考え、原版の制作をヨーロッパに委託 たことで ヨーロッパ諸国、 あるいは日本に対し大清帝国の勢力を広く宣伝し、全盛期の清朝の勢力圏を誇示することになっ
 
郎世寧の銅版画のヨーロッパにおける影響を調べてみる
と、彼の画風は直接的に、また間接的にヨーロッパの画家に影響を与えていることがわかる。また、その時期、ヨーロッパでは度々戦争が起こり、 画家たちは自らの芸術手段でそれを記録した。要するに、郎世寧のように騎馬戦争の絵画を通して当時の歴史を反映させたのである。
 
郎世寧が描いた「戦図冊」は、モンゴル、ジュンガル、回
部、チベット等の反乱を平定する過程を記録し、清朝 対し藩部として部族の自治は保持しながら 清朝が主権を取っていったこ が歴史の証拠として残ることになっ 。
 
 
第十二章．郎世寧の晩期絵画
 
郎世寧の晩期作品を見てみれば、 戦争画の題材だけではな
く、皇帝の愛犬を描 た「十駿図」、美しい花卉、宮廷生活などのモチーフも度々取り上げていたのである。 然、作品の中に他 中国画家が加筆したことは否定できない そ 理
由は郎世寧が晩年になると、体力、精力及び時間などのせいで、その制作は、弟子や他の宮廷画家らが力添えをし、完成したようであった。 彼の後期の作品群は独特な中国絵画の様式を表している。 彼が古稀後に描いた 「洋菊図」 、 「白鷹図」 、「白海青図」、「四季花卉―棋盤」、「青羊図」、「交趾果然図」、 「白猿図」などの傑作がある。又、その他には、 「孔雀開平 、「香妃像」などが残されている。更に、現在アメリカに収蔵されている「海国勝境図」という作品は郎世寧が亡くなる寸前に描いたものである。一七六六年に、郎世寧は過労による病気で倒れ、北京で亡くなった。死去の時に、官は三品に至り、乾隆皇帝は侍郎銜を下賜した。享年は七十八歳。北京阜城門外勝公柵欄の墓地に埋葬され 。
 
 
第十三章．郎世寧の作品収蔵と制作年代
 
郎世寧は中国の康熙、雍正、乾隆の三朝、五十一年もの長
きに渡って宮廷画家として仕えた。 彼は一七一五年に中国に入った時に、康熙皇帝に画家の身分を認められ宮廷に残り、嘗て円明園の設計に参加し、 西洋絵画の写実方法を中国 紹介した。そして、雍正、乾隆時代に、彼は中国の伝統的な材料の膠を使い、 宣紙や絹の上に絵を描いた。 即ち、 今日の
｢膠
彩工筆画
｣の作り方で、彼は新たな絵画を創り出した。その
画技で大清帝国の真実の歴史と清朝宮廷の様子を記録し、 大量の人物画、風景画、花鳥画 年画 琺琅画を創りだし郎世寧 生涯の作品数は膨大で、各国の美術館 博物館 個人などに散逸した作品は、統一の資料がほとんどなく、作品制作の年代整理もされていないので 様々な問題が残されいる。郎世寧が死去した時、彼の全ての作品は清朝宮廷 大切に保存された。しかし、その後、今まで 三百年間に数回の戦乱のせいで、 紫禁城や円明園にあった郎世寧 作品も盗難にあい、特に
1840年のアヘン戦争では多国軍の侵略によ
って円明園が放火され、 郎世寧の多くの作品が海外に流失した。従って、それらの作品の整理と調査について、筆者はそれぞれの作品の年代の確認と収蔵国別を詳細に纏めていく。
 
 
